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　私は「将来の自分の可能性を広げるために色々なことに全
力で挑戦する」という目標を揚げ、この研修に参加しました。
応募期間中、作文の構成や面接の答え方、マレーシアの事
前調べなど苦手なことに向き合い、楽しさを見出す力を身に
つけました。事前研修会では他県のメンバーと初めて会い、
JRCの多様性を感じました。
　そして、マレーシアでは赤新月の方や現地の生徒、ガイド
さんとの交流を通じ言語の壁を乗
り越える大変さと感動を味わいま
した。また、国際理解・親善の大
切さを学び、多民族・多宗教の共
存や文化体験が印象に残りました。
この研修を最高のものにしてくれ
た派遣メンバーに感謝し、また会
える日を楽しみにしています。

共愛学園高等学校　２年　佐藤希乃花

　今回のマレーシア研修では、たくさんの貴重な経験を得る
ことができました。特に印象的だったのは、マレーシア赤新月
社国際赤十字・国際赤新月社連盟（IFRC）の訪問で見た、異
なる人権や文化の人々が「人を助けたい」という想いで一つの
方向を向き、共に働いていた姿です。その姿に感銘を受けると
同時に憧れを抱きました。また、現地の学校で同年代の生徒
たちと文化を超えた交流ができ、英語やマレー語での会話が
大きな自信につながりました。特に民族衣装で踊る生徒たちの
姿や、アイシャという友だちと過ごした時間が心に残っています。
異文化交流には相手文化へのリスペ
クトが重要であると実感しました。
　最後に、この研修に関わってくだ
さったすべての方々に深く感謝して
います。本当にありがとうございま
した。

群馬県立中央中等教育学校　１年（高校）　中島　美咲

　今回の北関東三県支部国際交流事業は、私の人生を大きく
変えるきっかけとなりました。この事業に参加する前に進路が
決まらず模索していましたが、マレーシア派遣事業の話を聞き、
即座に応募を決意しました。特に印象に残っているのは、マ
レーシアの人々の心の温かさです。初めて赤新月社加盟校を
訪問した際、生徒たちの笑顔やリアクションのおかげで発表
が成功し、温かい支援の力を実感しました。また、派遣メンバー
と共に発表の練習や食文化の体験をし、涙ながらに別れを惜
しんだことなど、すべての
経験が宝物です。　この事
業は私の将来を良い方向へ
導いてくれました。貴重な
機会をくださった日本赤十
字社の皆様に心から感謝し
ています。

高崎健康福祉大学高崎高等学校　２年　大山　桜來

　「人と関わるうえで大切なことは何か」という問いの答えを
探すため、今回の派遣事業に参加しました。特に印象的だっ
たのは学校訪問です。民族衣装で迎えてくれた生徒たちが踊
りや音楽を披露してくれた姿に感動しました。また、発表活
動では、相手の大きな反応に助けられ、緊張せず楽しく進行
できたことが貴重な経験となりました。さらに、交流活動で
は言語の壁に苦労しましたが、マレー語や日本語での心温ま
るやり取りを通じて、相手を思いやることの大切さを実感し
ました。
　自分が楽しむことと相手
を考えることが交流を豊か
にする鍵だと気づき、この
派遣事業がなければ得られ
なかった学びに心から感謝
しています。

伊勢崎市立四ツ葉学園中等教育学校　１年（高校）　石原　詩音

　今回のマレーシア派遣事業では、多くの貴重な経験をさせていただきました。ただの観光では学べないことがあり、本当に
参加してよかったです。特に印象的だったのは、マレーシアと日本の赤十字の活動の違いです。根本の思いは同じですが、具
体的な活動内容が異なり、マレーシアでは赤十字の職員が平時から身体を鍛え、本格的な
訓練を行って災害に備えていました。また、マレーシアの食文化にも驚きました。独特な
香辛料の香りや見た目には抵抗がありましたが、挑戦して食べてみると新しい味を楽しむ
ことができました。さらに、現地の方々の明るさや優しさに触れ、言葉を超えた交流がで
きたことが嬉しかったです。
　この事業を通じて得た学びを伝え、将来の夢を実現する一歩としたいと思います。関係
者の皆様に心から感謝しています。

高崎商科大学附属高等学校　２年　池澤　星夏

日本赤十字社北関東三県支部青少年赤十字国際交流派遣事業
　日本赤十字社北関東三県支部（群馬、茨城、栃木）では、７月21日～７月26日の６日間、青少年赤十字の実践目
標の１つである「国際理解・親善」の具体的な活動の機会として、メンバー及び指導者をマレーシア派遣しました。
（本県からは高校生５名、指導者１名を派遣）
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